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人
的
資
源
会
計
研
究
の
現
状
と
課
題

照

屋

行

雄

一
、

は
じ
め
に

二
、
人
的
資
源
会
計

の
問
題
領
域

三
、
H
R
A

研
究

の
現
状

四
、
人
的
資

源
管
理
と
H
R
A

情
報
シ
ス
テ
ム

一
、

は
じ

め

に

企

業

は
各

種

の
資

源

を

保
有

し
、

そ

れ
ら

の
有

効

適

切
な
利

用

に
よ

っ
て
経

済
活

動
を

展

開
し

て

い
る
。

企

業

の
保
有

す
る
資

源

に
は
、

物
的

資
源

、

財
務

的
資

源
、

人
的
資

源
、
情

報
資

源
、

環

境
資

源

(顧

客
信

用

価

値

な
ど

)

な
ど

の
各
種

の
も

の
が

あ
る
。

こ

れ

ら

の
資

源

の

う

ち

で

最

も

貴

重

な

資

源

は

人

的

資

源

(}肖
=
目
P
⇔
ロ
カ
Φ
oΩ
O
¢
『
O
Φ
)

で

あ

る
。

人

的
資

源
が

物

的
資

源

な

ど

他

の
資

源
を

制

御
す

る

関
係

に
あ
る

か
ら

で

あ

る
。

人
的
資

源
に
関
す
る
研
究

は
、
経
済
学
、
経
営
学

お
よ
び
会
計

学

に
お

い
て
展
開
さ
れ
て

い
る
4
。

そ

の
中
で
も
企
業

に
お
け
る

人
的
資
源

の
測
定

と
伝
達

の
問
題
を

扱
う

の
は
会
計
学

固
有

の
も

の
で
あ
る
。

人
間
を
企
業
内

の
人
的
資
源
と
し
て
会
計
的
に
認
識

し
、
測
定

の
対
象

と
す
る

こ
と
に

つ
い
て
は
、
多
く

の
問

題
が
あ

る

こ
と
は
否
め
な

い
。
し

か
し
な
が
ら
、
人
的
資

源
会
計

の
重
要

性
に

つ
い
て

の
理
解

は
、
今

日
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
き

て

い
る

こ

と
は
事
実
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、

人
的
資
源
会
計

の
問
題
領
域
を
明
ら
か
に

し
、
次
に
、
人
的
資
源
会
計
研
究

の
展
開
と
現
状
に

つ
い
て
述
べ

る
。

そ
し
て
、
経
営
学

に
お
け
る
人
的
資

源
管
理

の
情
報
管
理
シ

ス
テ
ム
と
し

て
の
特
質

に
着
目
し
て
、
そ
れ

と
人
的
資

源
会
計
情

報

と
の
統
合

の
可
能
性
に

つ
い
て
考
察
し
た

い
と
思
う
。

人
的
資
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源
管
理
と
人
的
資

源
会
計

の
統
合

の
可
能
性
を
探
る

こ
と
に
よ

っ

て
、
人
的
資

源
会
計
研
究

の
新
た
な
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

二
、
人

的

資

源
会

計

の
問

題
領
域

(
一
)

人
的
資

源

会
計

の
領
域

今

日
の

人
的
資

源
会

計

(
国
仁
ヨ
蝉
ロ
國
㊦
ω
O
霞

o
o
>
o
o
o
算

冒
σq
"

国
閑
〉
)

の
展

開

に
直

接

的
な

刺

激

と

な

っ
た

の
は

、

リ

カ

ー
ト

(
切
8

。。
♂

=

ざ

琶

に

始

ま

る

経

営

学

に

お

け

る

初

期

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ
プ

論

あ

た
り

で

あ

る

と
言
わ

れ

て

い
る

瑠
。

リ

カ
ー

ト

教

授

を
中

心
と
し

た

ミ

シ
ガ

ン
大
学

の
研
究

グ

ル

ー
プ

は
人
的
資

源
会
計

を

、

「
企

業
内

に
お
け

る
有

効
な

測
定
を

促
進

す
る

た

あ

に
、

人
的
資

源

に
関
す

る
情

報

を

識
別

し
、

測
定

し

、

伝
達

す
る

プ

ロ
セ

ス
」

で

あ

る

と
定

義

し

て

い
る

心
。

こ

こ
で

は
も

っ
ぱ

ら

企

業

内

に
お
け

る
経

営
管

理

目

的

の
た

め

の
人
的
資

源
会

計
情

報

の
利

用

を
意

図

し

て

い
る
。

こ
れ

に
対

し

て
、
ア
メ
リ

カ
会

計
学

会

(〉
日
霞
宕
皆

>
o
o
o
巨

-

江
口
σq
>
。。
。。O
o
一讐
一〇
P

>
〉
〉
)
の
人
的
資

源
会
計
委

員

会

(O
O
日

-

日

葺

①
0

8

山
仁
8
留

勾
Φ
ω
o
⊆
零

Φ

>
o
o
2

艮

冒
σq
)

に

よ

れ

ば

、

人
的
資

源
会
計

と
は
、

「
人
的
資

源

に
関
す

る

デ

ー

タ
を
識

別

し
、

測
定

」

て
、

こ

の
情

報
を

利

害

関
係
者

に

伝
達
す

る
プ

ロ

セ

ス
」

で

あ

る

、

と
定

義

し

て

い
る

呵
。

こ

の
定

義

に
よ
れ

ば

、

H
R

A

は

人
的
資

源

の
企

業

に
対

す

る
原

価

の
み

な
ら

ず
、

価
値

の
測
定

も

考

慮

に

入
れ

な

け
れ

ば

な
ら

な

い
。

な

お
、

こ

こ
で

の

測
定

と
は
、
貨
幣
的
測
定

と
非
貨
幣

的
測
定

の
両
方
を
包
含
す
る

も

の
で
あ
る
。

同
委
員
会
報
告

は
、

人
的
資
源
会
計

の
目
的
に

つ
い
て
、
次
の

よ
う

に
述
べ
て

い
る
悪

「
人
的
資
源
会
計

の
目
的
は
、
企
業

に

つ
い
て
内
部
的
お
よ
び

外
部
的
に
行
わ
れ
る
財
務

上
の
決
定

の
質
を

改
善
す
る

こ
と
で
あ

る
。
」こ
の
A
A
A

の
H
R
A

委
員
会
報
告
で
は
、
先

の
ミ
シ
ガ

ン

・

グ
ル
ー
プ

の
考
之
方
よ
り
も
、

人
的
資
源
会
計

の
目
的
や
範
囲
を

広
く
と
ら
え

て

い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
人
的
資
源
会

計

は
単

に
経
営
管
理
上

の
意
思
決
定

の
た
め
に

の
み
利
用
さ
れ
る

も

の
で
は
な
く
、

人
的
資
源
会
計
に
よ
り
測
定
、
伝
達
さ
れ
る
会

計
情
報
は
、
広
く
企
業

の
外
部

の
利
害
関
係
者

に
も
役
立

つ
こ
と

が

目
標
と
さ
れ

て

い
る
。
た
だ
、
同
報
告
で

は
、
人
的
資
源
会
計

は
、
ま
ず
第

一
段
階
と
し
て
内
部
報
告

目
的

(管
理
会
計
)

の
た

め
に
実
施
さ
れ
て

い
く

こ
と
に
な
る
と
し

て

い
る
。

こ
れ
ま
で

の
物
的
、
財
務
的
資

源
を
中

心
と
し
た
伝
統
的
会
計

惰
報

に
人
的
資

源
会
計
情
報
が
加
え
ら
れ
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
企

業

の
状
況
に
関
す
る
利
害

関
係
者

の
判
断
が
よ
り
適

切
な
も

の
と

な
る
。

企
業
内
外

の
各
種
利
害
関
係
者

の
行
う
経
済
的
意
思
決
定

の
質
が
よ
り
改
善
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

人
的
資
源
会
計

の
構
想
す
る

と
こ
ろ
は
、
決
し
て

単
な
る
人
的
資
源

の
会
計
的
測
定

と
伝
達

に
よ
る
、
企
業
内
人
間
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の
合
理
的
な
利
用
と
管

理
保
全
を
行
う

こ
と
を
究
極
の
目
標
と
す

る
も

の
で

は
な

い
。

人
的
資
源
会
計
シ
ス
テ
ム

の
構
築

に
よ

っ
て

人
的
資
源

の
原
価
や
価
値
を
貨
幣
金
額
的
に
測
定
し
、
情
報
化
す

る
と

い
う

こ
と
は
、
な

に
も

人
的
資
源
を
物
的
資
源
や
財
務
的
資

源
な
ど

と
同
質

に
み
な
す
と

い
う

こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な

い

、∪わ
が
国

に
お
け
る
人
的
資

源
会
計

研
究

の
先
駆
者
で
あ
ら
れ
る

若
杉
明
教
授
は
、

人
的
資
源
会
計

の
真

の
目
的
を
次

の
よ
う

に
説

㌔
て

、
る
,

田
人
間
資
産
会
計

の
真

の
目
的
は
、

人
間
資
産
会
計
情
報
を
通

じ

て
、
企
業

の
経
営
者

に
対
し
て
は
組
織

の
あ
り
方
や

人
事

政
策

の
核

心
に
ふ
れ
た
重
要
性
を
示
し
、
ま
た
利
害
関
係
者

に
対
し
て

は
、

人
間
資
産

の
情
況
や
経
営
者

の
人
間
資
産

に
対
す
る
取
扱

い

方

を

正
し
く

評

価

せ
し

め
る

こ
と

に
よ

っ
て

社
会

的
ブ

レ

ッ

シ

ャ
ー
と
L
て
、
経
営
者

に
間
接
的

に
人
間
資
産

に
対
す
る
正
し

い
取
り
扱

い
方
を

促
す

こ
と
に
よ
り
、
結
果

に
お

い
て
企
業
内

の

人

々
に
や
る
気
を
よ
び
起
し
、
生
き
が

い
を
も
た
せ
、
そ

の
結
果

と
し
て
企
業

の
経
営
効
率

の
向
上
を
期
待
し

よ
う
と
す
る
点
に
あ

る
。
一
略
。

L若
杉
教

授

の
構
想
す

る

人
的
資
源

会
計

(
人
間
資
産
会
計
)

は
、
企
業
内

の
人
的
資

源

の
貨
幣
的
測
定

に
よ
る
経
営
効
率

の
増

進
が
本
来

の
目
的
で

は
な
く
、

人
的
資

源
会
計

の
遂
行

と
人
的
資

源
会
計
情
報

の
利
用
を
通
じ
て
、
企
業
内

の
従
業
員

に
や
る
気

と

生

き
が

い
を

感

じ

さ

せ
、

企

業

の
発

展

に
寄

与

す

る

こ
と
を

意

図

し

て

、
る

,

本
稿

で
考

察

す

る

人
的
資

源

会
計

は
、

三

シ
ガ

ン

・
グ

ル

ー

フ

が

企
業

内

の
経
営

管

理

目
的

の
た

め

の
人

的
資

源
会
計

情

報

の
利

用

を
考

之

て

い
る
も

の
よ

り

は
る

か

に
広

く
、

ま
た

、
A
A

A

の

H

R
A

委
員

会
報

告

の
定
義

や

目
的

よ
り

も

は
る

か

に
明

確
で

あ

る

,
す

な
わ

ち

、

こ
こ
で

の
人

的
資

源
会

の
問

題

領
域

は
、

第

一

に
、

人
的
資

源

投
資

に
対

す

る

会
計

処

理

の
問

題

(資
産

化

と
費

用

化

の
問

題
)

で

あ
り

、
第

二
に
、

人
的
資

源

に
固
有

の
諸
特

質

を

い
か

に
測
定

し

、
情

報

化
す

る

か

と

い
う

問
題

で

あ
る
。

そ
し

て

、

そ

の
真

の

目
的

は
、

若

杉

教

授

の
見

解

に

示

さ

れ

た

よ

う

に
、

一
方

企

業
内

外

の
利

害

関
係
者

の
経
済

的
意

思

決
定

の
質
を

高

め
る

こ
と
で

あ
り

、

他
方

従
業
員

に
や

る
気
ど

生

き
が

い
を
感

じ

さ

せ
る

こ
と

に
お

か
れ
る

。

(
二
)

人
的
資

源

の
概
念

人
的
資

源

会
計

を
考

察

す
る

に
当
た

っ
て
は
、

そ

こ
で

認

識

.

測
定

さ
れ

る

人

的
資

源

の
概
念

が

ま
ず

明
ら

か

に

さ
れ

て

い
な
け

れ
ば

な

ら

な

い
。

人

的
資

源

の
本

質

に

関

し

て
、

労

働

力

と

し

て

の

人

的
資

源

は
、

効
益

力
創

出

の
源

泉

と

な
る
も

の
で

あ
り

、
客

体

と
し

て

の

他

の
物
的

、
財

務

的
資

源

と

は
異

な
る

と
す

る
主

張
が

あ

る
。

効

益

力

創

出
主
体

説

の
も

と
で

は
、

人

的
資

源

と
他

の
資

源

と
は
会

計

上

の
概
念
範

疇

が
異

な
り
、

同

列

で

扱
う
わ
け

に

は

い
か
な
く

44
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な
る
。

人
的
資

源

会
計

は
、

ま

ず

、

人
的
資

源

に
関

す

る
会

計

上

の
取

り

扱

い
を

、

物

的

、

財

務

的
資

源

の

レ
ベ

ル

ま

で

引

き

上

げ

、

そ

の

上

で

次

に
、

人
的

資

源

固
有

の
特

性

を

認

識

・
測
定

し

、
情

報

化
す

る

手
続

を

と
る

こ
と

に
な
る
。

こ
の
よ
う

な

人
的

資

源
会

計

の
考

之
方

を

前
提

と
し

て
、

こ

こ
で

は
人

的
資

源
を

効

益
力

創

出
客

体

説

に
立

っ
て
、

物

的
、
財

務

的
資

源

と
同

質

的

な

効
益

力

と

L

て
認
識

す

る
4
、

人
的
資

源
会
計

に
お

け
る

人
的
資

源

の
概
念

に

つ

い
て

は
、

次

に
述

べ
る

よ
う

な

三

つ
の
見

解
が

あ

る
。

第

一
は
、

個

人

の
有

す

る

能
力

や

技
術

を

人
的
資

源

の
価
値

と

み

な
す
考

之

方

で
あ

る
。

こ
れ

は

個
人

価
値

説
と
呼

ば

れ

る
り

ヘ

キ

ミ
ア

ン

(q
満
B
Φ
の
ω
・
=
Φ
置
白

冨
昌
)
と
ジ

ョ
ー

ン
ズ

(○
¢
『
江
ω

に
し

8

①
ω)

は
、
個

々
の
経
営
管
理
者

の
管
理
能
力
や
従
業
員

の
業
務

能

力

を
会

計

上
資

産

に
計

上

す
る

こ
と
に

よ
り

、

人
的
資

源

に
関

す

る
合

理

的

な
計

画

や

配

置
が

行

之

る

と
説

く

娼
。

彼

ら

は
そ

の
た

め
に
イ

ン
ベ

ス
ト

・
セ

ン
タ
ー

を

設
け
、

セ
リ

法

に
よ

る

従

業
員

の
企

業

内

ス
カ
ウ

ト
を

提

唱
し

て

い
る
Q

ま

た
、

フ
ラ

ム

ホ

ル

ツ

(
南
目
8

Ω
.
聞
窮
8
『
o
}旦

に

よ

れ

ば

、

企

業

の
意

思

決
定

が

殆
ん

ど

従
業

員

個

人
を

対
象

と
し

て

い
る

こ

と
や

、

部

門

や
企

業

全
体

の
人
的
資

源

の
価
値

は
個

人

価
値

の
総

計

と
し

て

把

握

さ
れ

る

こ
と
な
ど

を

理
由

と
し

て
、

人

的
資

源
会

計

の
測
定

対

象
を

企
業

内

の
個

人

に
お
ー

べ
き

で
あ

る

と
さ
れ

る

甫
.

第

二
は
、

個

人
を
構

成
員

と
す

る

人
的
組

織

の
有

す

る
生

産

能

カ

の
価

値
を

人
的
資

源

価
値

と

み
な

す
考

之
方

で

あ
る
。

こ
れ

は

人

的
組

織

価
値

説

と
呼

ば

れ

る
。

人
的
組

織

価
値

説

の
主
張

は
、

個

人

の
有

す

る

能
力

や
技

術
が

企

業

の
組

織

目
的

に
対

し

て
効
益

を

生

む

の
は
、

そ

の
個

人
が
企

業

内

の
特
定

の
組

織

に
配
置

さ
れ

る

と

い
う
事

態

に
至

っ
て
か
ら

で

あ

り
、

従

っ
て
、
個

人

の
能
力

や
技

術

そ
れ

自
体

を

独
立

し

て

測
定

し
、

人
的

資

源
会
計

情

報

と

し

て
提

供
す

る

こ
と

は
妥

当

で

な

い
と
す

る
、

人

的

組

織

価

値

説

は

、

リ

カ

ー

ト

(
幻
Φ
嵩
ω一〇〇
Hし鵠
{㊦
同
甘)
、

ハ
ー

マ

ン
ソ

ン

(
即
o
σq
Φ
目
類
幽
=
Φ
『
ヨ
餌
口
の
o
口
)
、

ブ

ラ

メ

ッ
ト

(
い
8

菊
.
　c
歪

欝

ヨ
Φ
¢
、

パ
イ

ル

(
芝

三

冨
白

ρ

勺
≦
Φ)

な

ど

に
よ

っ
て
主

唱
さ
れ

て

い
る

。

リ

カ
ー

ト

は
、
企

業
内

の
人
的

資

源

の
価
値

は
、

そ

の
個

人
が

属

す
る
特

定

組

織

の
状

況

(組

織

特

性

)

に
大

き
く
影

響

を
受

け

る

と
考

え
る
。

組
織

特
性

を

規
定

す

る

要

因

と
し

て

「
リ

ー

ダ

ー

シ

ッ
プ

の
質
」

ほ

か

=

個

の
変

数
を
あ
げ

て

い
る
舶
。

人
的
組
織
価
値
説

の
特
色
は
、
組
織
と

の
不
可
分

の
関
係
に
お

い
て
個
人
の
価
値
を
認
識
し
、
し
か
も
、

こ
れ
ら

の
個
人
価
値
が

企
業

の
組
織

の
中
で
他

の
個
人
価
値
と
統
合
さ
れ
て
生
み
出
さ
れ

る

人
的
組
織

価
値
を
測
定

の
対
象
と
す
る
点

に
あ
る
と

い
え
る
。

人
的
資
源

の
概
念

に

つ
い
て
の
第

三

の
考
之
方

は
、
第

二
の
人

的
組
織

価
値
と
顧
客
信
用

の
価
値

の
複
合
値
を
も

っ
て
人
的
資
源

と
み

る
見
解
で
あ

る
。
リ

カ
ー
ト

に
代
表
さ
れ

る
考

え
方
で
あ

る
。
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さ
て
、

人
的
資
源
会
計

に
お
け
る
人
的
資

源

の
概
念

に
関
す
る

前
述

の
見
解
は
、

い
ず
れ
も
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
個
人
と
組
織

の
関
係
か
ら
み
て
人
的
資
源
会
計

の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

人
的
組
織
価
値
を
も

っ
て
人
的
資
源

と
す
る
考
之
方
が
す
ぐ
れ

て

い
る
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
人
的
資

源
価
値

の
測
定

の
面
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
第

一
に
、
企
業
業
績

へ

の
個
人
の
貢
献
は
所
属
す

る
人
的
組
織
全
体
と
し

て
の
貢
献
と
し

て
ま
ず
認
識
さ
れ
、
第

二
に
、
人
的
資
源

の
も

つ
将
来
効
益
力

の

合
理
的
測
定

は
人
的
組
織

の
方
が
個
人
よ
り
も
可
能
性
が
高

い
、

そ
し
て
第
三
に
、
人
的
資

源

の
測
定
基
礎

と
し
て
は
犠
牲
価
値
よ

り
も
効
益
価
値

に
お
か
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
人
的
組
織

の
も

つ
効

益
力
を
測
定
す
る

こ
と
が
望
ま
し

い
、
な
ど

の
点
か
ら
人
的
資
源

の
概
念

と
し
て
個
人
価
値
説
よ
り
人
的
組
織

価
値
説

に
よ
る
べ
き

こ
と
が
わ

か
る
岨
。

三
、
人
的
資
源
会
計
研
究

の
現
状

(
一
)

H
R
A
研
究

の
発
展

企
業
内

の
人
的
資
源
価
値

に
関
す
る
研
究

は
、

一
九
六

〇
年
代

以
降
、

人
事
管
理
に
お
け
る

人
的
資
源
研
究
を
基
礎
と
し
て
展
開

さ
れ

て
き
た
。

フ
ラ
ム
ホ
ル
ツ
に
よ
れ
ば
、
H
R
A

の
研
究
開
発

は
今

日
ま
で

五

つ
の
段
階
を
経

て
発

展
し

て
き
た

と
考

え
ら
れ

る
。

覗

ま
ず
第

一
段
階
は
、

人
的
資
本
に
関
す
る
経
済

理
論
か
ら

の
H

R
A

概
念

の
分
離

・
独
立
を

は
か

っ
た
時
期
で
あ
る
。

一
九
六
〇

1
六
六
年
が

こ
れ
に
当
る
。

こ
の
時
期
は
、
さ
ら

に
H
R
A
が
、

人
事
管
理

に
お
け
る
人
的
資
源
研
究
や
組
織

心
理
学

の
目
的
と
す

る
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ

効
果
に
関
す
る
研
究
か
ら

離
れ
て
、
固
有

の

問
題
領
域
を

形
成
し
た
時
期
で
も
あ

っ
た
。

第

二
の
段
階
は
、
人
的
資
源
会
計

に
お
け
る
測
定

モ
デ

ル
の
理

論
的
研
究
や
人
的
資

源
会
計
情
報

の
潜
在
的
利

用
者

の
識
別

・
分

析
が
な
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

こ
の
段
階
に
な
る
と
、
H
R
A

に

対
す
る
社
会

の
関

心
も
よ
う
や
く
に
高
ま
り
、
実
際
の
企
業
組
織

に
お

い
て
実
験
的
に
H
R
A

の
適
用
が
幾

つ
か
行
わ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。
時
代
的
に
は

一
九
六
六
-
七

一
年
と
区
分
す
る

こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
時
期

に
H
R
A
を
実
践
L
、
世
界
に
先
が
け

て
人

的
資
源
会
計
報
告
書
を
公
表
し
た
代
表
的
事
例
が
、
後
述
す
る
R

・
G

・
バ
リ
ー
社

(米
国
オ
レ
ゴ

ン
州
)
で
あ
る
。

H
R
A

の
第
三

の
段
階
は
、
研
究
者
や
企
業
団
体
で
H
R
A

に

対
す
る
関

心
が
非
常

に
高
ま
り
、
H
R
A

の
研
究
と
実
践
が

広
ー

行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
九
七

一
ー
七
六
年

の
こ
の
時
期

に

は
、
ア
メ
リ
カ
会
計
学
会

(A
A
A
)
で

人
的
資
源
会
計
委
員
会

が
設
置

さ
れ
、
先

に
み
た
H
R
A
委
員

会
報
告

(
一
九
七
三
年
)

を
公
表
し
て

い
る
。
ま
た
、
わ
が
国

に
お

い
て
も

日
本
会
計
研
究

学
会

に
H
R
A

ス
タ
デ

ィ
ー

・
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
、
そ

の
成

果
が
同
グ

ル
ー
プ

の
座
長
で
あ

っ
た
若
杉
明
教
授
に
よ

っ
て

『
人

的
資
源
会
計
論
」

(
一
九
七
三
年
)

と
し
て
著
わ

さ
れ
て

い
る
。

46



国際 経営 フ ォー ラ ムNo.5

H
R
A

展
開

の
第

三

の
段
階
で
は
、
H
R
A

の
実
践
は
主
と
し

て
小
規
模

の
企
業
組
織

に
お

い
て
多
く
み
ら
れ
た
。
と
く

に
企
業

内

の
ラ
イ

ン

・
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー

の
計

画
設
定
や
、
企
業
外

の
投
資

家

の
投
資
意
思
決
定

へ
の
H
R
A
情
報

の
潜
在
的
な
影
響
効
果
の

測
定
が
中

心
的
な
テ
ー

マ
と
な

っ
た
。

小
規
模
企
業

の
場
合
、
確

か

に
従
業
員
等

の
企
業
業
績

に
対
す
る
貢
献
意

欲
の
あ
り
方
が
重

要
な
影
響
を
も

っ
て
お
り
、

人
的
資
源
会
計
情
報

の
も

つ
意
義

は

大
き

い
と

い
え
る
。
し
か
も
、
人
的
資
源

の
測
定
が
容
易

に
行
之

る

の
で
、
H
R
A
適
用

の
条
件
が
揃

っ
て

い
る
場
合
が
多

い
。

次
に
、
第

四
の
段
階
と
し
て
は
、

一
九
七
六

-
八
〇
年

の
期
間

を

あ

て
る

こ
と
が
で
き

る
。

こ
の
時
期

は
、

こ
れ
ま

で
開
発
さ

れ
、
実
践
さ
れ
た
H
R
A

に

つ
い
て
の
研
究
が

一
時
後
退
し
た
数

年

で
あ

る
。

こ

の
時

期

は

一
九

七

四
年

の
第

一
次

オ

イ

ル

・

シ

ョ
ッ
ク

の
直
後
で
、

世
界
経
済
が
高
度
成
長
か
ら

一
気

に

マ
イ

ナ
ス
成
長
あ
る

い
は
低
成
長

へ
移
行
し
た
時
代
で
あ
る
,
ア
メ
リ

カ

の
企
業
も
多
ー

の
産
業
分
野
で
リ
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
リ

ン
グ
を
余

儀
な
ー
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
企
業
環
境

の
激
変
状
況
下
で
、
企

業

に
H
R
A

の
開
発
と
導

入
の
余
裕
が
な
く
、
従

っ
て
H
R
A

の

実

践

へ
の
適
用
を

実
験

的
に
行

う

ス
ポ

ン
サ
ー
企
業
が
減

少
し

た
。

こ
の
こ
と
が
H
R
A

研
究

の

一
時
的
減
退
現
象

の
背
景

と

い

之
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、

一
方
で
は
経
済
学

の
分
野
で
ベ

ッ
カ
ー
の
人

的

資

本

に

関
す

る
著

書

が

公
刊

さ
れ

弔
、

ま

た

、

経

営
学

の

分
野

で

も

人
的
資

源
管

理

(
=
=
ヨ
鋤
旨

閑
㊦
。。
o
ロ
零
Φ
ζ

㊤
コ
ゆ
鵬
①
-

§

㊦
コ
∬

山
菊
]6

の
概
念

の
も

と
で

新

し

い
展

開
が

み
ら

れ

、

人

的
資

源

の
価
値

の
認
識

は
ま
す

ま

す
高

ま

る
状

況

に
あ

っ
た
。

わ

が

国

に
お

い
て
も

知
識
集

約
型

の

エ
ン
ジ

ニ
ア
リ

ン
グ

。
イ

ン
ダ

ス
ト

リ

ー
を
中

心
に
、
H

R

A

の
導

入

の
定

義

に

つ

い
て

は
新
た

な
認

識
が

広
が

っ
た
。

こ

の
間

の
成
果

は
、

や

は

り
若
杉

教

授

の

先

の

『
人
間
資

産

会
計
」

(
一
九

七
九
年

)
に
集

約

さ
れ

て

い
る
,

一
九

八
〇
年

以
後
、

今

日
ま
で

の
間

は
、

こ
れ
を
H

R
A

発
展

の
第

五
段

階

と

位
置
づ

け

る

こ
と
が

で

き

る
。

こ

の
時
期

は

い
わ

ば
H

R
A

に
対

す

る
社

会

の
関

心

の
復

活
し

た

時

代

と
特

徴

づ
け

ら

れ

る

覗
。

H
R

A

に
関
す

る

新

し

い
研
究

が

生

ま
れ

、

ま

た
、

幾

つ
か

の
大
企

業

で
H
R

A

の
実

践
が

試

み
ら

れ

る
よ
う

に
な

っ

た
。

ア

メ
リ

カ

に
お

い
て

は
労

働
生

産

性

の
向

上
や
産

業

構
造

の

転

換

な
ど

が

背

景

と
な

っ
て
、
H

R
A

へ
再

び

注

目
が
集

ま

っ
て

き

て

い
る

。

わ

が

国

に

お

い
て

も

、

企

業

の

デ

ィ

ス

ク

ロ
ー

ジ

ャ
ー
制
度

の
拡
充

に
伴

っ
て
、
企

業
内

の
人

的
資

源

に
関
す

る

貨

幣

的
情
報

や

非
貨

幣

的
情

報

の
開
示

に
対

す

る
要
求

が

高

ま

っ

て

い
る
。

わ

が

国
で

も

人

的
資

源
会

計

シ
ス
テ

ム

に
対
す

る

関

心

は
、

と
く

に
企

業
組

織

側

に

お

い
て
強

く

な

っ
て
き

て

い
る

状

況

で

あ

る
。

(
二
)
H

R
A

研
究

の
今

日
的
意

義

①

R

・
G

・
バ
リ

ー

社

の
先

駆
的

実
践

人

的
資

源
会
計

を

本

格

的

に
実

践

し
、

世
界

に
先
が

け

て

人
的

4?
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資

源

会

計

報

告

書

を

公

表

し

た

の
は
R

・
G

・
バ

リ

ー

社
で

あ

る
。

バ
リ

ー

社

は
当
時

従

業
員

一
八
〇

〇
名

ほ
ど

の
中

規
模

企
業

で

、

米

国
オ

レ
ゴ

ン
州

に
本

社
を

お

い
た

衣
類

・
雑
貨
等

の
製

造

販
売

業

で
あ

る
。

バ
リ

ー

社

は
も

と
も

と
従
業
員

や
管

理
職

な
ど

管理者の職務第1図

ぐ

組 織 の 目 的

i
i i

管 理 任 務 管 理 用 具

当期企業業績 ■ 一 冨 一 一 一 一 一 π 一 一 一

」
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一人的 一情 報

一

一

一

---一 π罰 一-一 冨一長 期 能 力

プ ロセ ス
ープラ ン

ー実施 一 管理

i

組 織 的 実 施 結 果

一 一 一 一 引レ

フ ィ ー ド ・ノ斗ッ ク

(注)WilliamC.Pyle"MonitoringHumanResources‐Onllne

の
価
値

を
高

く

評

価
し

て

お
り

、

い
わ

ゆ

る
ヒ

ー
ブ

ル

・
オ
リ

エ

ン
テ

ッ
ド

な
企

業

で
あ

る
。

そ

の
バ

リ

ー

社

が

ミ

シ

ガ

ン
大
学

の
社

会

行

動

研
究

所

(リ

カ

ー

ト

、

ブ

ラ

メ

ッ
ト

(
カ
。い
O
㊦

ごσ
『
仁
巨P
5
P
Φ
一
)
、

バ

イ

ル

(を

白

一卑
B

O
も
≦
Φ
)

お
よ

び

フ

ラ

ム
ホ

ル

ツ

な
ど

)

と
タ

イ

・
ア

ッ
プ

し

て
、

人

的
資

源
会

計
実

施

の

フ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

・
チ

ー

ム
を

編

成

し

た

。

こ

の
よ

う

に

し

て

一
九

六

八
年

一
月

一
日
を

も

っ
て
始

ま

る
会

計
年

度

よ
り

、

人
的
資

源
会
計

に
よ
る

財
務

報

告

を
実

践

す

る

に
至

っ
た

の

と

こ
ろ

で
、

パ
イ

ル

は
管

理
者

の
職

務

に

つ

い
て
、

上

の
第
二

図

の
よ
う

な

説
明

を

加
之

て

い
る
茄
。

図

に
明

ら

か

な
よ

う

に
、
組

織

目
的

の
た

め

の
管

理
要

因

と
し

て

の
各
種
資

源

と

フ

ロ
セ

ス
、

管

理
任

務

と
し

て

の
企
業

業

績

と

長

期

効
益

力
が

マ

ッ
チ

ン
グ
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

組
織

的
実

施

結
果

が
生

ま
れ

る

い

一
定
時

点

に
お
け

る

こ
れ

ら

の
各
機

能

の
状

態

が

財
務

諸
表

に
よ

っ
て
情
報

化

さ
れ

る

こ
と
が
求

あ
ら

れ

る
.、

バ
リ

ー
社

の
人
的
資

源

会
計

報
告

書

は

、
パ

イ

ル

の
示
す
管

理

者

の
職
務

の
全
体

を

情
報

化
す

る
手

段

と

し

て
有

用

で
あ

る

.

い

ま

バ
リ

ー
社

の

一
九

七

一
会
計
年

度
末

の
貸

借
対

照
表

(じd
巴
節
コ
o
o

GQ
9

Φ
け
)

と
そ

の

日
を

も

っ
て

終

了

す

る

期

間

の
損

益

計

算

書

(幹
讐
o
目
Φ
暮

o
h
冒

8

筥

Φ
)
を

示

せ
ば

、
第

二
図

の
通

り

で

あ

る
。
弱
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第2図 バリー社の人的資源会計報告書

"THETOTALCONCEPT"

R.G.Barry

tConventional

CorporationandSubsidiaries

Pro-Forma

andHumanResourceAccounting)

BalanceSheet

Assets

TotalCurrentAssets・ ・・・・・・・・….................

NetProperty,PlantandEquipment・ ・・・・・・・・・・・・…

ExcessofPurchasePrice・ ・

overNetAssetsAcquired・ ・・・・・・・・・・・・…......

NetInvestmentsinHumanResources・ ・・・・・…

OtherAssets.....................................

1971

Conventionaland

HumanResource

1971

Conventional

C)nly

X12,810,34fi

3,343,379

1,291,079

1,561,264

209,419

$12,810,346
3,343,379

1,291,079

209,419

$19,215,487 X17,654,223

LiabilitiesandStockholders'Equity

TotalCurrentLiabilities・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・….....

LongTermDebt,ExcludingCurrentInstallments

DeferredCompensation・ ・・・・・….…...............

DeferredFederalIncomeTaxesBasedUponFull

TaxDeductionforHumanResourceCosts

Stockholders'Equity:

CapitalStock..................................

AdditionalCapitalinExcessofParValue・

RetainedEarnings:

Financial....................................

HumanResources・ ・・….・ ….................

TotalStockholders'Equity・ ・・・・…

3,060,576

5095,000

95,252

780,fi32

1,209,301

5,645,224

2,548,870

7sos32

3,060,576

5,095,000

95,252

1,209,301

5,fi45,224

2,548,870

10,184,027 9,403,395

X19,215,487 $17,65・4,223

Statementofincome

NetSales........................................

CostofSales.....................................

GrossProfit........................

Selling,GeneralandAdministrativeExpenses…

OperatingIncome・ ・・・・・・・・・・・・・…...

OtherDeductions,Neレ ・・・・・・・・… 一 ・・..・.....・....

IncomeBeforeFederalIncomeTaxes

NetIncreaseinHumanResourceInvestment・

AdjustedIncomeBeforeFederalIncomeTaxes・

FederalIncomeTaxes・ ・・・・・・・・・・・・・・・・….........

NetIncome..........................

$34,123,202

21,91S,942
X34,123,202
21,918,942

12,204,260

9,417,933

12,204,260

9,417,933

2,786,327

383,174
2,403,153

137,700

2,540,853

1,197,850

2,786,327
383,174

2,403,153

2,403,153

1,129,000

1,343,003 1,274,153
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人
的
資
源
会
計
報
告
書

の
右
側

の
金
額
欄
は
伝
統
的
会
計
情
報

で
、

人
的
資
源

の
投
資
額

(
人
間
資
産
勘
定
)

は
含
ま
れ
て

い
な

い
。

一
方
、
左
側

の
金
額
欄
が
伝
統
的
会
計
情
報

に
人
的
資
源
情

報
が

加
わ

っ
た
も

の
で
、

こ
の
情
報
が
H
R
A

情
報

と
呼
ん
で

い

る
も

の
で
あ
る
。
記
載
さ
れ
て

い
る
人
的
資

源
に
関
す
る
情
報
項

ア

ラ

目

は
次

の
通

り
で

あ

る
d
、

人
間
資

産

勘
定

"

(貸

借
対

照
表

)
①

人

的
資

源
投
資

残

高

(2
Φ
二

毫

。
。。げ
目
Φ
耳

ω

ヨ

鵠
二
]B
缶
コ
菊
㊦
ω
o
⊆
器
㊦
ω
)

②

人
的
資

源

コ
ス
ト

の
税
控

除

(弓
霧

閑
㊦
Ω
-

¢
o
江
o
づ

ho
同
國
窪
β
9D
⇒

菊
Φ
の
o
⊆
胃
8

0
0
ω
甘)

③

留

保
利
益

"
人
的
資

源

(菊
Φ
邸

冒
①
創

国
胃

-

駄
⇒
σq
ω
n
=
¢
ヨ
碧

菊
㊦
。・
o
類

8

の
)

(損
益

計
算

書
)

①

人
的
資

源

投
資

評
価
益

(Z
卑

冒
く
Φ
。。吋
B
①
馨
)

バ
リ

ー

社

は
、
H

R

A

シ

ス
テ

ム

の
導

入
で

、

そ

の
三
年

間

企

業
業

績
を

大
き
く

伸
ば

し

た
。

②

H
R
A

の
今

日
的

展
開

人
的
資

源
会
計

の
研
究

は
、

今

日
再
び

注

目
を

集

め
、

大
企

業

な
ど

で
も

適
用

さ

れ

て
き

て

い
る
段

階

に
あ

る
。

と
く

に
ア

メ
リ

カ

に
お
け

る
そ

の
背
景

を

探
れ
ば

、

第

一
に
は
、

企

業

に

お
け

る

労
働

生
産

性

の
低

下

傾

向
と
能

率
増

進

の
要
求

が
あ

り
、

第

二

に

は
、

日
本

企

業

に

お
け

る

人
的
資

源

へ
の
対

応

(費

用

と
し

て
よ

り

も
永

久
資

産

と
し

て

の
ア
プ

ロ
ー

チ
)

に
対
す

る

関

心
の
高

ま

り

、
第

三

に
は
、

従
来

の
製

造

業

重

視

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

型
経
済

か

ら
、

人
的

資

本
が

中

心
資

源

と

な
る

ハ
イ

・
テ
ク
型

の
サ

ー
ビ

ス

経
済

へ
の
転

換

、
が

主

た
る

フ

ァ
ク
タ

ー

と
な

っ
て

い
る
鴫
、

フ
ラ

ム
ホ

ル

ツ
は
、

こ

の
時

期

に

お

い
て
ア

メ
リ

カ

の
大
手

企

業
が

H
R

A

の
全

社
的

な
導

入
実

践
を

は

か

っ
て

い
る
事

例
を

紹

介

し

て

い
る
。

す

な
わ

ち

、

ア
メ

リ

カ

の
大
手

の
銀

行
、

合
衆

国

海

軍

戦

略

研

究

所

(
d
口
詳
㊦
α

oQ
$
8
。。

○
窪

8

0
h

Z
帥
く
巴

勾
。
。。$

零

プ
)
、

証

券

会

社

、

航

空

会

社

、

産

業

部

品

メ

ー

カ

ー
、
製

薬
会

社

、
監
査

会

社

(
"じd
一σq
-
①
"

会
計
事

務

所
)
、

カ

ナ

ダ

の
大
手

製

造

業
、

お

よ
び

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
大
手

備

品
製

造

会

社

な
ど

で

近
年
H

R
A

の
組

織

的
実

践
が

な
さ
れ

て

い
る

と
指

摘

へ

　

ら

し

て

、
る

組
,

一
方
、

わ

が
国

に
お

い
て
も

人
的
資

源

に
依
存

す

る

知
識

.
技

術
集

約
型

の
事
業

、

た

と
え
ば

エ

ン
ジ

ニ
ア
リ

ン
グ

・
イ

ン
ダ

ス

ト

リ

ー
や

ソ

フ
ト

・
ウ

エ
ア
ー

開
発

会

社
な
ど

で
、

H
R

A

に
対

す

る

関

心
が

高

ま

っ
て

い
る
。

ま

た
、

近
年

に

お
け

る
企

業
内

容

開

示
制

度

の
拡
充

の
も

と
で
、

会

計
情

報

に
対
す

る
利

害

関
係

者

の
情

報
要

求

も

拡
大

L
、

多
様

化

し

て

い
る
。

従
来

の

モ
ノ
や

カ

ネ

に
関
す

る

会
計

情

報

に

加
え

て
、

ヒ
ト

や
情

報
や

環

境

に
関
す

る
情

報

の
開
示

要
求

が

強
ま

っ
て

い
る
状

況
で

あ

る
。

ヒ
ト

に
関
す

る
情

報

は
、

上
場

企

業
が

証
券

取

引
所

に
提
出

す

る
有

価
証

券
報

告
書

に
お

い
て
も
、

こ
れ

ま

で

は
か

な
り

限
ら

れ

た
範

囲
で

の
記
述

情
報

(定

性

情

報
)
が

中

心
で

あ

る
。

ヒ

ト

に
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関
す
る
会
計
的
情
報

と
し
て
は
、
給
与
等

の
特
定

・
費
用
項
目
と

有
償
で
取
得
し
た
場
合

の
営
業
権

(
の
れ
ん
)

の

一
部

(人
的
資

源
価
値

と
そ

の
他

の
部

分
は
分
離
計

上
さ
れ
な

い
。
)

の
み
が
開

示
さ
れ

て

い
る
に
過
ぎ
な

い
。
人
的
資
源
に
対
す
る
投
資
額

の
資

産

化
や

人
的
資
源

の
価
値
に

つ
い
て
も
測
定

。
表
示
す
る
H
R
A

の
導

入
の
意
義
や
重
要
性

は
、
今

日
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て

い
る
と

い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い

鵬
。

四
、

人
的

資

源
管

理
と

H

R

A
シ

ス
テ
ム

伝
統

的

な

人
事

労
務

管

理

論

に
お

い
て

は
、

ヒ

ト
を

経
営

管

理

の
機
構

上
ど

の
よ

う

に
位

置

づ
け

る

か

と

い
う

こ
と
が

関

心

の
中

心

で
あ

っ
た

。

そ

こ
で

は

、

組

織
管

理

目

的

の
達

成

と
従

業

員

個

々

の
私

的
満

足

と

の
バ

ラ

ン
ス
を

は

か
る

シ
ス

テ

ム
が

検

討

・

開
発

さ
れ

た
よ
う

に
思
う

棚
。

一
九

七

〇
年

代

後
半

か
ら

八
〇
年

代

に
か
け

て

登
場

し
、

今

日

ま

で

展

開

さ

れ

て

い
る

人

的

資

源

管

理

(
=
ロ
日

⇔
コ

切
Φ
-

ω
2

器

㊦
ζ

雪

⇔
σq
①
8
0
コ
計

記
切
ζ
)

は

、

ヒ
ト

を

企

業
内

の
人

的
資

源

と
し

て
と
ら

之
、

そ

れ
を

企

業
経

営
全

体

の
機

構

の
中

で

ど

う

位
置

づ

け
、

あ

る

い
は
生

か

し

て
行

ー

か

と

い
う

こ
と
を

課

題

と
し

て

い
る
。

従

っ
て
、
H

R

M

は

人
的
資

源

に

つ

い
て

の
機

能

主
義

観

に
立

っ
て

い
る

と

い
う

こ

と
が

で

き

る
。

一
方
、

わ

が

国
で

の
人
的
資

源
管

理

に

つ

い
て

の
展
開

は
、

人

的
資

源

と
し

て

の
ヒ

ト

の
部

分

と
、
全

人
格
的

な
存

在

と
し

て

の

ヒ
ト

を

同
時

に
考

察

し
、

経

営
管

理

シ
ス
テ

ム

の
中

で
合

理

的

に

統
合

し

よ
う

と
試

み

て

い
る

磁
。

今

日
で

は
、

人

的
資

源
管

理

を

経

営
管

理
戦

略

の
中

核

に
お

い
て
、

両
者

の
統
合

も

し
く

は
融

合

を

は

か
ろ
う

と
す

る

方

向
で

の
展
開

が

み
ら

れ

る
。

こ
の
よ

う

に

H
R

M

を

戦

略

的

ア
プ

ロ
ー

チ

に
よ

っ
て
新

た

に
展
開

す
る
方

向

は
戦

略
的

人
的
資

源
管

理
と
呼
ば

れ

て

い
る

粥
。

塩

次
喜

代

明

教

授

は
、

人
格

的

側

面
を

強

く
も

つ
ヒ

ト
が

戦

略

の
中

心
と

な
る

よ
う

な
H

R
M

を

「
人
的
資

源
戦

略
」

(国
自
日

碧

図
①
ω
o
=
『
o
Φ
ω
訂
鉾
㊥
σq
賓

"
=
菊
ω
)

と
呼

ぶ

。

塩

次
教

授

は
、

経

営

戦

略

と
H

R
M

が
相

互
浸
透

す

る
関

係
を

、
第

三
図

の
よ
う

に

表
わ

し

て

い
る

棚
。

塩
次

教
授

の

こ

の
よ

う

な
ア
プ

ロ
ー
チ

は
、

人
的
資

源

会
計

の

目
指

す
方

向

に
照
ら

し

て
、

極

め

て
示

唆

的

で
あ

る
。

示
唆

的

で

あ

る

に

と
ど

ま
ら

ず
、

こ
の
よ
う

な

人
的
資

源

戦

略

(H
R

S
)

と
人

的
資

源
会

計

(H
R

A

)

の
相

互

浸
透

あ

る

い
は

統
合

の
可

能

性
が

探
究

で

き

る
よ
う

に
考
え

る
。

と

こ
ろ

で

、

人
的
資

源
会

計

シ

ス
テ

ム

の
構

築

に
当

た

っ
て
、

そ

の
測
定

、

伝
達

、
利

用

の

シ
ス
テ

ム

と

の
関
係

は
極

め

て
重
要

で

あ

る
。

こ
れ

を

人

的
資

源
会

計

の
情
報

シ

ス
テ

ム

と
し

て

と
ら

.之
れ

ば

、

人
的
資

源
会

計
情

報

の
伝
達

ル
ー

プ

と
そ

の

フ

ィ
ー
ド

バ

ッ
ク

.
ル
ー
プ

を

通

じ

て
、

人
的
資

源

会
計

シ

ス
テ

ム
と

人
的

資

源
管

理

シ

ス
テ

ム

(H

R

M

シ

ス

テ

ム
)
、

あ

る

い
は
H

R

A

シ

ス
テ

ム

と
塩
次
教

授

の
展
開

さ
れ

る

人

的
資

源
戦

略

シ
ス
テ

ム
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第3図 人的資源戦略の分析的枠組み

場働労

↓ 〔企 業〕

易耐争
1

▼

競

」

戦略 的 リーダーシップ

糊
/

組

　團
＼ 織組営経

J

企 業 行動

↓
経営成果

第4図 人的資源会計システムと人的資源管理システム

企業の戦略的

経営活動

(人的資源の利用)

デ ー タ1

入力 」 人的資源 会計

システム

(貨 幣 的 測 定4ト1そ嘗等白勺沮ll定)

情報出力
レ

〈 … 一一… 一t

A

i、"
、人的 資源
、 会計
ほ

ノシ ステ ム
ロ ロ ロ

y

人的資源の

管理保全と利用

(HRM)

4
1,

.● ● じ 薗9

戦略的 入的資源

管理 システム

_→ イ ンフ ォ メ ー シ ョ ン ・ル ー フ

〈_… フ ィー ドバ ック ・ル ー プ
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と
の
相
互
浸
透
も
し
ー
は
機
能
的
結
合
が
は
か
ら
れ
る
よ
う

に
思

わ
れ
る
。

そ

こ
で
、
人
的
資
源
会
計

シ
ス
テ
ム
と
情
報

の
測
定

・
伝
達

・

利
用

の
関
係
を
図
示
す
れ
ば
、
第

四
図

の
よ
う
に
表
わ
す

こ
と
が

ゆ

ら

　

て
き

る

曙
⊂

こ

の
図

は
、

人
的
資

源

会
計

シ

ス
テ
ム

の
側

か
ら

み

て

の
関
係

を

示
し

た

も

の
で

あ
る

が

、
両

シ

ス
テ

ム

の
相

互
浸

透
も

し
く

は

統
合

の
範

囲
が

描

け
る

も

の
と
考

え
る

.

人
的
資

源

会
計

の
新

し

い
領

域

で

の
、

よ

り

広

範

囲

な

展

開

が

期

待

で

き

る

と

思

わ

れ

る
。

引

き
続

き

こ

の
面
で

研
究

を
深

め

て
ゆ
き

た

い
と
考

え

て

い

る
。

(
て
る

や

・
ゆ

き

お
/

経

営
学

部

教
授
)

(注
)

L

経
済

学

に

お

い
て

は

人
的
資

本

の
研
究

(
マ
ク

ロ
レ
ベ

ル
で

の
教

育

・
医

療

投

資

等

の
効

果

測

定

)

が

早

ー

か

ら

な

さ
れ

た

。

ま

た

、

経
恥
宮
学

に

お

い
て

も

テ

イ

ラ

ー

(
国
目
⑦
傷
①
ユ
犀

≦

章
臼
鋤
覧
O
『
)

の
科

学

的

管

理

法

以
後

の
初

期

人

間

関

係

論

(
メ

イ

ヨ
ー

(
的

ζ
譜

o
)

や

レ

ス

リ

ス

バ

ー

ガ

ー

(
国
.

9

菊
o
簿
三
δ
げ
霞

σQ
鶏

)

ら

に

よ
る

ホ

ー

ソ

ン

エ
場

の
実

験

)

の
拾

頭

に
よ

り
、

人
的
資

源

の
重

要

性

に

つ

い
て

の
認
識
が

高

ま

っ
た
。

O
鴨
・
国
繭
]≦
缶
図
ρ

§

⑩

国

窟
§

自
嵩

、
、
o
ミ

Q
ヨ

q。

ミ

9
為

き

亀

黛
q。
讐

旨

N
Ω

q
ミ

N
ミ

執o
ド

く
時

ヨ

σq
"
一
㊤
Q。
一
・

O
h
.

男

9

切
①
9

巴

溢
げ
霞

鵬
Φ
同
"

血ミ
9
ミ
薦

Q
ミ

衛
ミ

9
嶺
織

Lミ
o
、
ミ

♪

出
ゆ
署

鋤
吋
創

d
昌

<
①
屋

騨
ざ

一
㊤
凸

.

乞

若

杉

明

著

『
人

的

資

源

会

計

論

』

森

山

書

店

、

一
九

七

三

年

、

=

二
～

一
六

頁

を

参

照

の

こ
と

。

な

お

、

一
八
六

五
年

以
前

の

ア

メ

リ

カ

南

部

に

お

け

る

事

例

を

も

ど

に

、

人

的

資

源

会

計

の

発

生

を

そ

の

頃

に

求

め

る

フ

レ

ッ
シ

ャ
ー

(
O
巴
Φ
ピ
'
国

Φ
ω
げ
㊦
こ

ら

の

研
究

が

あ

る

。

こ

れ

に

つ

い
て

は

、

次

の
文

献

を

参

照

さ

れ

た

い
。

∪
巴
o

い
.
閏
富
o。
ぴ
㊤

鎖
コ
恥

円
o
ロ
気
ゆ

国

.
固

Φ
ω
げ
Φ
5

ト
建

壽

Q
濁

沁
鴨
q。
o
鐸
、
亀

》

8

0
黛
ミ

言

偽

言

乳ミ

厨
恥
§

包
切
§

電

N
Q。
象

鴇

一
㊤
QQ
ρ

℃
勺
」
卜σ
蒔
ー
H
卜Q
㊤
・

拙

稿

「
人

的

資

源

会

計

の

発

生

に

関

す

る

一
考

察

」
、

『
沖

大

経

済

論

叢

」

第

八
巻

第

一
号

(
一
九

七

四
年

三

月

)
、

七

五

～

八
九

頁

。

a

菊
.
い
.
しd
目
¢
ヨ

日

Φ
戸

内
踊
Ω
ゼ

聞
一帥
旨

ず
o
犀
N

鋤
口
O

≦

●
O
.

℃
絶
P

Φ
島

8

屡

顯

窪

ヨ

o
き

肉
窃

o
ぽ
、
融

》
8

0
g
蕊

言

喚

b
免
竃

Nε

§

偽
ミ

自
為
織

N
§

富
謹

⑩
嵩
鉢
ミ

軸
o
き

詳

富

織
寒
◎。
鉢電

"

〉
昌
⇔

〉

目
ぴ
①
目

お

①
¢
矯
o
げ
翁。
℃
.
三

・

4

>

〉

〉

鴇

0
9
β
b
巳
#
①
Φ

O
コ

=

¢
白

鋤
ロ

菊
Φ
の
O
¢
目
O
㊦

>

O
O
O

¢
昌

ぎ

σq
u
勘

き

o
謙

ミ

鉢
謡
①

6
ご
ヨ

§

』黛
題

o
嶺

寅

g
§

Q
轟

肉

鳴
ー

Q。
o
黛
、
亀

》

g

o
黛
ミ

ヨ

鱗

弓
げ
㊦

>

8

0
二
鼻

ぢ

σq

即
Φ
該
Φ
芝

QQ
¢
b
琶

①
]B

Φ
ロ
ゴ

H
㊤
刈
こQ
"
勺
」
Φ
㊤
■

5
。

岡
げ
乙

;

勺

.一
①
⑬
・
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色

若

杉

明
著

『
人
間
資

産

会
計

」
ビ

ジ
ネ

ス
教
育

出

版

社
、

一

九
七
九

年

、

二

一
頁
。

な

お
、

若
杉

教

授

は
同
書

序

文

で
前
著

(前
掲

書
)

で
使

っ

て

い
た

人
的
資

源

会

計
よ

り
も

、

人
間
資

産

会

計

の
方
が

よ

り

ご
自
身

の
構

想
を

適

切

に
表

現
す

る

と
し

て
、
用

語
を
替

え

て

お
ら
れ

る
。

乳

人
的
資

源

の
本

質

に
関
す

る
効

益
力

創

出
主

体
説

と
効
益

力

創
出
客

体
説

の
考
え

方

に

つ

い
て
は
、

詳

し
く

は
、

拙

稿

i
人

的
資

源

の
概
念

に

関
す

る

一
考
察

L

(『
沖

大

経
済

論
叢

』

第

四
巻
第

一
号

(
一
九

八
〇
年

三
月

)

一

一
一
～

一

一
四
頁
)

を

参

照
さ

れ

た

い
。

8
,

し
餌
b
ρ
①
ω
ω
5
出
①
犀
ご
β
冨
口

餌
⇒
α

O
ロ
詳
一〇。
=
.
脳
o
昌
㊦
o。
"
、
g
鉢

、
鳴
毬

貯

o
嵩

曾
o
黛
、

b口
Q
貯

嵩
o
衛

摯

⑩
ミ

旨

§

鳴

ぎ

、
o
Q
、
α

しd
寒
Qo
執
お
①
QQ
恥
肉

Φ
9

偽
零

矯
篇
ゆ
コ

ー
局
①
げ
.
一
㊤
①
S

勺
μ
0
9

Q
山

国
ユ
o

Q

・

国
冨

日

ず
o
詳
N
"
陶

寒
§

臼
き

沁

衛
Qり
o
黛
、
6
偽

》

6
0
0
ぱ

ミ

雪

鱒

∪
一〇
評
Φ
コ
ω
o
口

勺
=
げ
一一
ω
三

口
σq

O
o
旨

℃
曽
口
ざ

一口
ρ

u

日
㊤
刈
腿
●

℃

QQ

■

α

切
Φ
コ
o。
δ

一節

①
詳

}

§

Q

自

g
§

9
壽

O
、
晦
Ω
嶺
蹄
9
織
o
ミ

旨

qり

ー

ミ

9
き
9
偽
Q
§

⑪
ミ

9
き
織

く
ミ

鑓
鳴

u
]≦
o
σq
『
9Ω
≦

…
出
一一
一
ゆ
o
o
犀

O
O
こ

一
㊤
①
8

℃
」
幽
①

(
三

隅

二

不

二

訳

『
組

織

の
行

動

科

学

ー

ヒ

ュ
ー

マ

ン

・
オ

ー

ガ

ニ
ゼ

ー

シ

ョ

ン

の
管

理

と

価

値

』

ダ

イ

ヤ

モ

ン
ド

社

、

一
八

六

八
年

、

一
八
五

～

一
九

五
頁

)
。

几

人

的

資

源

会

計

の
問

題

領

域

お

よ

び

人

的

資

源

の

概

念

に

つ

い
て

、

筆

者

は
す

で

に

次

の

二

つ

の
論

文

で

、

こ

こ

に

明

ら

か

に
し

た

よ

う

な

内

容

を

詳

し

く

検

討

し

て

い
る

の

で

参

照

さ

れ

た

い
。

拙

稿

、

前

掲

論

文

、

一
〇

七

～

一
二

七

頁

。

1

「
人

的

資

源

会

計

の

問

題
▼領

域

」
、

『
沖

大

経

済

論

叢

』

第

五
巻

第

一
号

(
一
九

八

一
年

二
月

)
、

=

一
三

～

一

三

七

頁

。

乞

O
h

國
隊
o
O
・.
閏
一
pD
日

『
o
詳
N
"
寅

冒
§

9
討
肉

鳴
qQ
o
寒
、
6
衛
》
o
-

1

0
0
g
ミ

営

σq
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》

瓢
電
9
嶺
亀
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言

O
o
嵩
6
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鉢
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ミ

鳴
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o
亀
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9
き
織
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隠
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縁

ミ
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轟
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㊦
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創
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詳
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QQ
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資

本
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育
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中
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と

し

た

理

論
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・

経

験

的

分

析

」

東
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経

済

新

報
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、

一
九
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年

)

瓦
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8
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霊
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ぴ
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食
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寒
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言
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恥
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肉

題

贈

ミ

噂
q
=

1

ξ

H
㊤
刈
P
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勺
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㊤
ー
ω
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O
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g
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織
o
ド

O
o
ピ
ヨ

げ
¢
oり
堵
〇
三

〇
.

毘

森
崎

民
造
稿

剛
人
的
資

源
会

計

ー
従
業

員

の

"資
・産

価
値
"

を

数

量

化

す

る
」
、

『
産

業

経

理

」
第

三

二
巻
第

一

一
号

(
一

九

七

二
年

一

一
月
号

)
、

七
～

一
二
頁

を
参

照

の

こ
と
。

凪

ピ
8

u
も

費

ぎ

ぴ

区
㊦
弓

①
誓

即

閃
Φ
三

。。
鋤
a

u
帥
乱

6
・
○
臨
㊦
ざ

o
㍗

9
f

℃
・竃

Q。
・

n

国
ユ
。
O
鱒
固

餌
日

げ
9
貫

○
即

鼻

ご

皿

若

杉

明

稿

「
会

計

情

報

の

多

角

化

と

デ

ィ

ス

ク

ロ
ー

ジ

ャ
ー
」
、

『
企

業

会

計

』

<
o
=

轟
Z
o
.一

(
一
九

九

二
年

一

月

号
)
、

四
五
～

五

二
頁

参

照

の
こ
と
。

雛

O
憎

ρ

じ
噂
⇔d
母

昆

鼠

鴇
§

⑩
、
黛
濁
9

§

。。
ミ

肉
誌

ミ

ー

翫
竃

℃

自
胃

く
9。
乙

d
謬
才
㊤

巴
けざ

一㊤
Q。
Q。
.

舩

伊
丹

敬
之
著

『
人
本

主
義

企
業

』
筑

摩
書

房

、

一
九

八
七
。

津

田
真

激
著

『
日
本

的
経

営

の
人
事

戦

略
』

同

文
館

、

一
九

八

七
。

器

塩

次
喜

代
明

稿

「
戦

略

と

人
的
資

源
管

理

の
統
合

を

目
指

し

て
」
、

『
松

山
大
学

論

集

」
第

四
巻

第

五
号

(
一
九

八
三
年

二

月
)
、

=

頁
。

肱

塩
次
喜

代
明

稿
、

前
掲

論

文
、

一
六
～

一
七
頁
。

器

こ

の
図

は
、

こ
こ
で

の
筆
者

の
構

想
を

表
わ

す

た

め

に
、

若

杉
教

授

の
次

の
文

献

に
示

さ

れ
た

も

の
を

参
考

に
L

て
、
作

成

し

た

こ
と
を
断

っ
て
お
き

た

い
。

若
杉

明

稿

「
人
的
資

源

会
計

シ
ス

テ
ム

と
人

的
資

源

会
計

情

報

の

展

開

L
、

～

七

一
頁

。

『
リ

ク

ル

ー

ト
」

一
九

七

四
年

六
月

号

、

六

四
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